
過
熱
す
る
新
卒
獲
得
競
争
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プ
ロ
が
教
え
る
新
・
人
材
採
用
術
❶  

／ 

ア
ス
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

体
育
会
学
生
に
限
定
し
た
採
用
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、大
き
な
支
持
を
集
め
る
ア
ス

リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
。同
社
代
表
の
山
崎
秀
人
氏
は
、１
９
９
１
年
に
日
本
初
と
な
る
体
育

会
学
生
限
定
の
採
用
企
画
を
手
が
け
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、数
多
く
の
企
業
と
体
育
会

学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現
。近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、２
０
１
２
年
に
は

外
国
人
学
生
の
採
用
支
援
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。採
用
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
で
あ
る
山
崎
氏

に
、新
卒
採
用
の
ト
レ
ン
ド
や
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
手
法
な
ど
を
聞
い
て
み
た
。

大
手
企
業
と
中
小
企
業
の

棲
み
分
け
が
崩
壊

　

こ
こ
数
年
、積
極
的
で
優
秀
な
学
生

と
、消
極
的
で
安
定
を
求
め
る
学
生
の
二

極
化
が
進
ん
で
い
る
。そ
の
流
れ
と
並
行

し
て
、大
手
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企

業
も
質
の
高
い
新
卒
を
求
め
始
め
た
。事

実
、６
割
近
く
の
企
業
が「
新
卒
採
用
の

予
定
人
数
に
満
た
な
く
て
も
、求
め
る
人

材
の
レ
ベ
ル
は
下
げ
な
い
」と
答
え
て
い
る

（
下
図
グ
ラ
フ
参
照
）。優
秀
な
人
材
は

企
業
間
で
争
奪
戦
と
な
り
、新
卒
採
用
活

動
が
ま
す
ま
す
過
熱
化
し
て
い
る
の
が
現

状
だ
。

　

最
近
の
新
卒
学
生
に
対
す
る
声
と
し
て

多
く
の
経
営
者
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
が
、

「
無
個
性
な
人
材
が
多
い
」「
あ
ま
り
に
も

無
気
力
」「
他
人
に
無
関
心
な
若
者
が
目

立
つ
」と
い
っ
た
声
で
あ
る
。バ
ブ
ル
崩
壊

後
、「
失
わ
れ
た
20
年
」を
日
常
と
し
て
生

き
て
き
た
現
在
の
学
生
。“
草
食
系
”と
も

称
さ
れ
る
彼
ら
は
、成
熟
社
会
を
心
地
よ

く
生
き
る
た
め
に
最
適
化
さ
れ
た
人
材
と

も
言
え
る
。し
か
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
時

代
が
到
来
し
た
現
在
、個
性
や
気
力
の
な

は
売
り
手
市
場
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
恩
恵

に
あ
ず
か
る
の
は
一
部
の
優
秀
な
学
生
と

大
手
の
人
気
企
業
だ
け
な
ん
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、売
り
手
・
買
い
手
の
市
場

が
混
在
す
る
就
職
環
境
で
は
、人
気
ラ
ン

キ
ン
グ
上
位
の
大
手
企
業
に
優
秀
な
学
生

が
集
ま
り
、他
の
大
多
数
の
企
業
は
売
り

手
の
被
害
を
受
け
て
い
る
の
が
実
情
。若

者
の
安
定
志
向
が
高
ま
る
中
、大
手
企
業

へ
の
一
極
集
中
化
と
就
職
環
境
の
二
極
化

は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
。

―
経
団
連
の
倫
理
憲
章
の
見
直
し
で
、

２
０
１
３
年
度
の
新
卒
採
用
よ
り
就
職
活
動
の

開
始
時
期
が「
大
学
３
年
の
10
月
」か
ら「
12
月
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。影
響
は
見
ら
れ
ま
す
か
。

　

就
職
活
動
の
早
期
過
熱
を
是
正
す
る

目
的
で
見
直
さ
れ
た
倫
理
憲
章
で
す
が
、

短
期
化
元
年
と
な
る
現
４
年
生
の
多
く
に

は
試
練
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。活

動
期
間
が
実
質
２
ヵ
月
短
く
な
り
、「
事

前
の
業
界
研
究
や
企
業
研
究
が
間
に
合

わ
な
い
」と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か

れ
ま
す
。

　

ま
た
、大
手
企
業
の
多
く
が
年
明
け
に

説
明
会
な
ど
を
行
う
た
め
、就
活
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
化
。エ
ン
ト
リ
ー
か
ら

面
接
ま
で
の
期
間
が
短
く
、第
２
・
第
３

志
望
の
企
業
が
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
学
生

も
多
い
よ
う
で
す
。当
然
な
が
ら
、内
定

辞
退
や
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
増
加
は
避
け
ら
れ

ず
、中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク

と
な
っ
て
い
る
。倫
理
憲
章
の
見
直
し
は
、

結
果
的
に
大
手
偏
重
を
さ
ら
に
助
長
さ

せ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

プ
ル
型
の
応
募
ス
タ
イ
ル
か
ら

プ
ッ
シ
ュ
型
の
リ
ー
チ
採
用
へ

― 

新
卒
採
用
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
、多

い
人
材
は
企
業
経
営
に
悪
影
響
す
ら
及

ぼ
し
か
ね
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

「
３
無
い
新
卒
」の
関
係

　

実
際
、採
用
す
る
側
の
企
業
も
そ
う
し

た
人
材
の
回
避
に
真
剣
だ
。今
年
３
月
に

発
表
さ
れ
た
み
ず
ほ
情
報
総
研
の
調
査

に
よ
る
と
、５
年
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
見
越
し
て
企
業
が
新
卒
に
求
め
る
こ
と

と
し
て
、上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
の
が「
主

体
性
」や「
好
奇
心
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」と

い
っ
た
項
目
。つ
ま
り
、企
業
は
表
面
的
な

語
学
力
や
実
務
能
力
よ
り
も
、根
本
的
な

資
質
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

先
行
き
不
透
明
な
景
況
や
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
の
波
を
受
け
て
、企
業
は
人
材
の
質

を
ま
す
ま
す
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。も
は
や
、そ
こ
に「
３
無
い
新
卒
」の
学

生
が
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ

れ
、タ
フ
な
精
神
力
を
持
っ
た
人
材
と
し

て
、あ
る
特
定
の
層
に
企
業
の
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。大
学
の
４
年
間
、体
育
会
に

所
属
し
た「
体
育
会
学
生
」と
、高
い
学
力

と
向
上
心
を
持
つ「
外
国
人
学
生
」だ
。な

ぜ
彼
ら
は
企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
な
の
か
。ま
た
、彼
ら
に
は
い
っ
た

い
何
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
。そ
の
答
え

こ
そ
、中
小
企
業
の
人
材
採
用
戦
略
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

株式会社リクルート「就職白書2012」より作成
※合計が100％にならないのは、％表示を小数点第2位で四捨五入しているため

2013年卒の採用数が満たなかった場合の対応予定

33.5 %

採用数を満たすため基準を見直し、
柔軟に対応する 7.4 %

 未定
（その時の
状況による）

59.2%

採用数に満たなくても
求める人材のレベルは下げない

アスリートプランニング
代表取締役

山崎 秀人 やまざき ひでと

1969年、東京都生まれ。1991年、大学在学
中に日本初の体育会支援事業を立ち上げる。
1997年に株式会社アスリートプランニングを設
立し、代表取締役に就任。体育会学生に特化し
た就職・採用支援事業をメインに、総合的な就
職・採用支援事業も手がける。さらに2012年、
中国・韓国の学生を対象にした就職・採用支援
事業をスタートさせる。

無個性、無気力、無関心―
 「３無い新卒」に注意せよ！

「経営者通信」編集部

今なぜ注目されるのか？

過熱する体育会採用と外国人採用!
採
用
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
が
語
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
学
生
と
信
頼
関
係
を
築
き

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
せ
よ

過熱する
新卒獲得競争！
プロが教える
新・人材採用術

1

短
期
決
戦
と
な
る
就
職
戦
線
で

大
手
偏
重
と
格
差
化
が
加
速

― 

企
業
の
採
用
基
準
や
学
生
の
質
な
ど
、

新
卒
採
用
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。近
年
の
動
向
や
実
態
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

90
年
代
以
前
は
、能
力
の
低
い
学
生
で

も
自
分
の“
落
と
し
ど
こ
ろ
”を
見
つ
け
ら

る
就
職
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

最
近
は
大
手
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
も
、自
社
に
合
っ
た
優

秀
な
学
生
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。世
の
中
で
は
買
い
手
市
場
と
言
わ

れ
る
も
の
の
、実
際
に
は
ど
の
企
業
も
能

力
の
あ
る
学
生
だ
け
を
狙
っ
て
い
て
、結
局

需要と供給が成立しない状態

求職者 求人企業

経団連の倫理憲章が改定

採用スケジュール「2ヵ月後ろ倒し」で何が変わった？

企業

企業

企業

企業

企業

企業学生

学生

学生

学生

学生

学生

買
手

売
手

売
手

買
手

プル型の応募スタイルを
利用する限り、

企業はここの状態に
なる確率が高い

売手と買手の需給体制は
一部の優秀な学生と

人気企業の間でしか成立しない

改正の目的／就職活動の早期化・長期化の是正

21

大手企業の多くが年明けに説明会など
を行うため、就活のスケジュールが過密
化。学生の大手志向がなかなか切り替わ
らず、中小企業と出会う機会が減った。

中小企業との出会いが減少
学生の活動期間が実質２ヵ月短くな
り、事前の業界研究や企業研究が
間に合わなくなる。その結果、内定
辞退やミスマッチが増えた。

内定辞退・ミスマッチの増加

でも実際は…

成
立

不
成
立
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プ
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が
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え
る
新
・
人
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用
術
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／ 

ア
ス
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
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く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、企
業
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

　

重
要
な
の
は
、社
会
人
の
目
線
を
持
た
せ

る
こ
と
と
、学
生
と
企
業
の
目
線
を
合
致
さ

せ
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、従
来
の
プ
ル

型
の
応
募
ス
タ
イ
ル（
エ
ン
ト
リ
ー
を
待
つ

受
け
身
の
ス
タ
イ
ル
）か
ら
、プ
ッ
シ
ュ
型
の

リ
ー
チ
採
用
へ
転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。つ
ま
り
、自
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
学
生
に

直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、ベ
ク
ト
ル
が
向
き

合
う
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
す
。

　

今
の
時
代
、就
職
サ
イ
ト
に
情
報
を
載

せ
る
だ
け
で
、学
生
に
志
望
の
動
機
づ
け

を
促
す
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。メ

ジ
ャ
ー
な
就
職
サ
イ
ト
に
は
８
０
０
０
社

近
く
の
企
業
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
れ
を
見
て
も「
風
通
し
が
い
い
職
場
」と

か「
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
」と
か
、同
じ
よ

う
な
フ
レ
ー
ズ
ば
か
り
。そ
ん
な
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、学
生
に
伝
わ
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

― 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ

ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
が
、多

く
の
企
業
は
あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い
情

報
し
か
発
信
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。不
特
定
多
数
に
向
け
た
上
辺
の
対
応

な
の
で
、学
生
も
ど
こ
ま
で
歩
み
寄
っ
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。結
局
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
単

な
る
ツ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、そ
れ
で
す
べ
て
が

解
決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、企
業
と
学

生
の
間
に
立
つ
メ
ン
タ
ー（
相
談
者
）の
活

用
で
す
。こ
の
第
三
者
的
な
人
間
が
学
生

と
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
し
、そ
の
学
生
に
合
っ

た
企
業
情
報
や
就
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

す
る
の
で
す
。就
職
、結
婚
、不
動
産
の
購

入
な
ど
、人
生
で
重
要
な
決
断
を
す
る
際

は
、客
観
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る

相
談
者
が
欲
し
い
も
の
。メ
ン
タ
ー
が
学

生
と
直
接
会
っ
て
就
職
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
こ
と
で
、互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め

な
が
ら
、強
い
動
機
づ
け
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、フ
ェ
イ
ス
to
フ
ェ
イ
ス
で
向
き
合

う
こ
と
に
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

緩
急
・
強
弱
が
と
り
や
す
く
、よ
り
的
確

な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。

中
小・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
こ
そ

体
育
会
学
生
の
能
力
が
求
め
ら
れ
る

― 

厳
選
採
用
の
傾
向
が
進
む
中
、体
育

会
学
生
を
求
め
る
企
業
が
増
え
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

４
年
間
の
部
活
動
で
培
っ
た
体
育
会
学

生
と
し
て
の
資
質
が
、企
業
の
求
め
る
要

件
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
で
す
。体
育
会

学
生
は
部
の
運
営
活
動
を
通
し
て
、目
標

達
成
、決
断
・
判
断
、耐
ス
ト
レ
ス
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
の
能
力
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、上
下
関
係
の
組
織
体
験
も
あ
り
、

先
輩
や
後
輩
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
あ
り

ま
す
。

　

実
際
に
企
業
の
人
事
担
当
者
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、複
数
の
理
由（
右
ペ
ー

ジ
参
照
）か
ら
体
育
会
学
生
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。事
実
、体
育
会
に
所
属

す
る
学
生
が
全
学
生
の
８
％
に
す
ぎ
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
手
企
業
の
中
に
は

新
卒
社
員
の
２
～
３
割
を
体
育
会
出
身

者
が
占
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
ね
。

― 

体
育
会
学
生
は
中
小
企
業
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
も
合
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

む
し
ろ
、規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
必

要
で
し
ょ
う
ね
。ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
な
ベ
ン

チ
ャ
ー
は
タ
フ
じ
ゃ
な
い
と
務
ま
り
ま
せ

ん
し
、自
ら
高
い
目
標
を
掲
げ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ
れ
ら
の
条
件
は
、体
育
会
学
生
に
当

て
は
ま
り
ま
す
。実
際
に
当
社
が
展
開
す

る
体
育
会
学
生
向
け
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
や

完
全
成
果
報
酬
の「
体
育
会
新
卒
紹
介
」

は
、中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
も

多
数
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て

顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く

― 

と
こ
ろ
で
、御
社
は
年
間
８
０
０
０
人
の

体
育
会
学
生
と
直
接
面
談
し
、個
人
の
志
向

な
ど
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
そ
う
で
す

ね
。ど
う
や
っ
て
優
秀
な
学
生
を
集
め
、企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

アスリートプランニングと東京六大学の体育会ネットワーク
学生一人ひとりに深く入り込め ！

体育会学生は「組織人」である
体育会の組織構造と学生の多面的役割

東京六大学の現４年生約2,４００名／３１１部活へのアプローチ

アスリート
プランニング

法政大学
４６部活

体育会本部応援団

慶應義塾大学
５８部活

体育会本部応援団

東京大学
52部活

就職課応援団

明治大学
４８部活

応援団立教大学
60部活

就職課応援団

早稲田大学
４7部活

就職課応援団

企業の魅力要因

 「ヒトメディア」が学生と企業をつなぐ
直接的コミュニケーションで深い信頼を醸成

 ヒトメディアを
 通じて訴求
できる領域

理念・経営者・社員の想い・魅力

企業文化・働き方

事業優位性

会社概要・
事業概要・業種

商品・
サービス

など就職サイトの
訴求領域

グローバル化する社会
多文化・多言語・多世代の中で、最重要視されているのがコミュニ
ケーション能力。さまざまな変化や不測の事態にも柔軟に対応する
思考力や、ためらうことのない実行力が言語力以上に求められてい
る。体育会学生は4年間属した組織の中でそうした実体験を積み、先
輩・後輩という関係の中で世代を超えた人脈も持ち合わせている。

離職の問題・組織のあり方
離職してしまう代表的な理由が人間関係。とくに上司など、立場が上
の人間との関係によるものが多い。体育会学生は大学4年間のクラ
ブ運営で組織マネジメントを疑似体験し、組織内の上司や同僚など
との距離感を学んでいる。目的に向かって共存社会の中で成長しよ
うという、帰属意識が芽生える可能性も。

二極化する格差社会
現在、あらゆる市場で格差社会が進行。経済においても勝ち組・負け
組が明確で、激しい変化の中で生き残るには、絶対に勝ちぬくという
強い意志が必要とされている。体育会学生は4年間「競争と共存」の
世界に身を置くことで、喜びや挫折を経験。競争や真の仲間づくりを
育む付加価値を得ている。

若者の軟弱化
仕事における若者に対する期待は、フィジカルや運動能力よりも、

「力強さ」や「タフさ」に集まっている。体育会学生は、「ゆとり教育」や
「草食系」にはない階級組織の中で規律やしつけを学び、強烈な達

成意欲を体得している。

理由

1

理由

2

理由

3

理由

4

体育会学生に企業の注目が集まる

4つの理由
どうやって体育会学生を採用したのか？

こ
こ
が

ポ
イ
ン
ト

ただ合同企業説明会に参加するだけであれば、その時間
帯だけでの囲い込みや、学生との接点は非常に少ない。ス
クリーニングされて選ばれた意欲の高い体育会学生のセミ
ナーを行っていることで、学生が話をしやすい空気感を作り、
他学生へのクチコミ、ひいてはブランディングへとつながる。

どのような施策をしたのか
単独の企業セミナーを開催し、そのセミナーでは学生の囲い込みを、
また合同企業説明会では単独のセミナーで囲い込んだ学生にブー
スへと足を運んでもらい、周りのアスリート学生へ訴求を行った。

施 策

実績および今後の展開について
関東、関西において、アスリートとしても結果を残している学
生を採用することに成功し、6名が入社予定（2012年6月22日
現在）。他媒体では、なかなか訴求しにくい学生へもアプロー
チできただけでなく、また、その学生を通じて後輩へのパイプ
をつくることができた。

結 果

6名が
入社予定 !

なぜアスリートプランニングを利用したのか
新卒採用のあり方を見直し、よりひとつのモノゴトに特化
した学生の採用を行えないかと思った際に、自己成長や
仲間とのつながり、また何事にも妥協せず、忍耐強く達成
感を味わえるまでストイックに努力できる。そんな人財のア
スリートの採用を考え、特化している企業と出会えたため。

背 景

レストラン経営による
外食事業など事  例 株式会社きちり 事業内容

全国400大学の体育会学生と
「顔の見える」ネットワークを実現

アスリートプランニングは、全国400校の大学・4,000団体以上の体育会と強
固なネットワークを構築。年間8,000名の体育会学生と直接面談し、学生のタ
イプや志向などをプロファイリング。就活のメンター（相談者）としてコミュニ
ケーションをとるので、先生と生徒のような深い信頼関係が生まれ、学生をグ
リップできる。また、学生の本音や性格も把握しやすいため、強烈な動機訴求
が可能になり、企業と学生間のミスマッチ抑止にもつながる。

年間8,000名の体育会学生と直接面談

体育会学生に企業の注目が集まる

4つの理由

信頼できる
 「先生と生徒の関係性」を構築 ！

組織マネジメント

企業組織

オペレーション 練習・試合

事業戦略 戦　略

ビジョン・理念 チーム目標

体育会クラブ

大　学 同校体育会 他校体育会

主　将

副　将

先輩
OB・OG

マネージャー 会　計 体育会本部 学　連

運営予算の折衝
コスト意識を持った
予算交渉と運営

交　流
クラブ運営や就職
ビジネス上の相談

交 流
パートナー
との交渉

マッチメイク
コンペティター
との競合

CHECK



過
熱
す
る
新
卒
獲
得
競
争
！ 

プ
ロ
が
教
え
る
新
・
人
材
採
用
術
❶  

／ 

ア
ス
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

当
社
は
15
年
以
上
前
か
ら
、体
育
会

学
生
と
企
業
を
結
ぶ
採
用
支
援
ビ
ジ
ネ

ス
を
手
が
け
、「
ヒ
ト
メ
デ
ィ
ア
」と
も
言

う
べ
き
、信
頼
関
係
の
深
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
い
て
き
ま
し
た
。現
在
、全
国

４
０
０
大
学
に
担
当
ス
タ
ッ
フ
を
置
き
、

４
０
０
０
団
体
以
上
の
体
育
会
と
コ
ン

タ
ク
ト
し
て
い
ま
す
。一
つ
ひ
と
つ
の
部
室

を
訪
問
し
、練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
活
動
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、部
の
キ
ー
マ
ン
や
他
大
学
と
の

パ
イ
プ
な
ど
ま
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
人
ひ
と
り
の
体
育
会
学
生
と

直
接
顔
を
合
わ
せ
、学
生
の
顔
と
名
前
、

タ
イ
プ
、志
向
な
ど
を
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
。本
人
の
志
望
内
容
に
マ
ッ
チ
し
た
企

業
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、就
活
の
プ
ロ
・

メ
ン
タ
ー
と
し
て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の「
顔
の
見
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」と
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
容
易

と
な
り
、セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て

志
望
の
動
機
を
促
す
こ
と
が
可
能
に
な
る

の
で
す
。

　

就
職
サ
イ
ト
で
会
社
の
情
報
を
見
る
よ

り
、就
活
の
プ
ロ
か
ら「
会
社
説
明
会
で
は

こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ん
だ
」と
言
わ
れ
る

方
が
、動
機
づ
け
は
強
い
。重
要
な
の
は
情

報
の
量
で
は
な
く
、い
か
に
し
て
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
学
生
と
の
関
係
性
を
築
く
か
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
新
卒
採
用
で

優
秀
な
人
材
を
高
確
率
で
確
保

― 

最
近
は
外
国
人
学
生
の
新
卒
採
用
も

増
え
て
い
ま
す
。な
ぜ
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の

（
学
生
）を
ど
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
か
が

重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、当
社
が
支
援
し
て
い
る「
体

育
会
学
生
」、「
外
国
人
学
生
」と
い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
も
そ
う
で
す
。同
様
に
、大
学

選
抜
や
学
科
選
抜
な
ど
、ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
め
ば
、よ
り
マ
ッ

チ
ン
グ
精
度
の
高
い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

サ
ー
ビ
ス
も
可
能
。で
す
か
ら
、企
業
側

も
多
数
の
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
絞
り
込
む
採

用
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、絞
ら
れ
た
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

― 

外
国
人
採
用
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
べ

き
点
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
ず
は
相
手
国
の
文
化
や
国
民
性
を

理
解
し
た
上
で
、会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
発

信
す
る
こ
と
。そ
し
て
、精
度
の
高
い
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
本
当
に
優
秀
な
人
材
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。当

社
も
現
地
の
大
学
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
提
携
し
な
が
ら
、現
地
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、よ
り
密
な
学

生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

― 

今
後
の
採
用
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

就
職
環
境
の
二
極
化
と
厳
選
採
用
が

進
む
中
、多
種
多
様
な
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

採
用
が
主
軸
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ

に
と
も
な
い
、今
後
は
求
人
者（
企
業
・

職
種
）の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、求
職
者

で
し
ょ
う
か
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、日
本
の
人
材

獲
得
競
争
は
ま
す
ま
す
激
化
し
、採
用
市

場
は
混
沌
を
極
め
て
い
ま
す
。内
定
に
焦
る

学
生
、業
界
研
究
不
足
、内
定
辞
退
、ミ
ス

マ
ッ
チ
の
増
加
…
…
そ
ん
な
時
代
背
景
と

少
子
化
を
見
据
え
、優
秀
な
人
材
を
海
外

に
求
め
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。国
内
採

用
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
、優
秀
な
人
材
を

確
保
し
や
す
い
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
は
、今
後

さ
ら
に
広
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
当
社
で
も

２
０
１
２
年
か
ら
中
国
・
韓
国
の
学
生
を

対
象
に
し
た
採
用
支
援
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た（
上
図
参
照
）。相
対
的
に
中
国

や
韓
国
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
と
し
て

の「
語
学
力
・
日
本
へ
の
適
応
力
・
成
長
意

欲
」を
兼
ね
備
え
た
学
生
が
多
い
と
感
じ

ま
す
。何
よ
り
も
、彼
ら
は
日
本
の
学
生

よ
り
は
る
か
に
勉
強
し
て
い
る
。中
学
入

学
前
か
ら
熾
烈
な
受
験
戦
争
が
始
ま
っ
て

い
る
の
で
、小
学
生
で
も
朝
９
時
か
ら
夜

９
時
ま
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、い
ま
日
本
で
は
毎
年

１
０
０
万
人
ほ
ど
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

そ
の
半
数
の
約
50
万
人
が
大
学
に
進
学
し

ま
す
。一
方
、中
国
で
は
毎
年
３
３
０
０
万

人
が
生
ま
れ
、７
６
０
万
人
が
進
学
。さ

ら
に
ト
ッ
プ
大
学
の
競
争
率
は
日
本
の

25
・
５
倍
と
厳
し
い
環
境
で
揉
ま
れ
て
い

る
の
で
、一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
が
高
い
ん

で
す
。事
実
、中
国
人
の
新
卒
を
採
用
し

た
企
業
か
ら
は「
成
長
意
欲
や
競
争
心
が

高
く
、と
に
か
く
優
秀
」、「
日
本
人
の
学
生

と
は
目
の
色
が
違
う
」な
ど
の
声
が
寄
せ

　　ソニー
2013 年の春採用で日本の新卒採用に
占める外国人の割合を、2011 年春採
用14％から2 倍となる30％に高める。
人事採用担当者がアジアの理工系大
学などに出向いて採用し、仕事で成果
を出した場合は日本本社や海外グルー
プ会社の幹部候補生として育成する。

　　パナソニック
2011年度の新卒採用1,390人中、海
外での外国人採用を1,100人、国内は
4 割減の290人と発表。2012 年の新卒
採用も、1,450 人中8 割が海外。国内
の新卒採用も、国籍を問わず外国人留
学生を積極的に採用。

　　ファーストリテイリング
「ユニクロ」を運営する同社は、2012年

に新卒採用数1,300人の約8割に当た
る1,050人の外国人を採用。2013年は
新卒採用予定者数1,500人のうち、外
国人で1,250人を見込んでいる。ユニク
ロの店舗がある中国や韓国、欧米など
の大学新卒者が大半で、国際競争力の
底上げに向けて人材の強化を図る。

日本企業の
外国人採用例

加速するアスリートプランニングの中国人学生の集客ネットワーク
STEP1

STEP3

STEP4

STEP5

ターゲットを完全に絞り込み、重点大学100校余り
の中でも日本語が話せる厳選された学生のみにア
プローチする。母集団としては1%程度なので、先生
が有力な生徒を抑えながら、就職希望者数や日本
企業に興味がある人数までを把握。対象者全員に
会い、スクリーニングをかけた上でイベントに送る。

事前スクリーニング

スクリーニング後の上位2％に限定された参加者
20～30名を対象にした企業説明会を数回実施。自
社の魅力（企業の成長性、得られるスキルなど）を
伝えながら、さらに人材を絞り込む。日本の学生と
違い、企業の安定性を訴えると逆効果。

企業説明会

具体的な仕事内容や将来のキャリアパスを伝え、
相互理解を深める。きめ細かい対応を怠ると、入社
後のモチベーションダウンにつながる。

個別面接

内定・入社

北京にネットワークがあるメリット

※211工程大学とは
中国教育部が1995年に定めたもので、「世界一流
の大学の創設」を目的とし、21世紀に向けて中国
の100の大学に重点投資していくとしたもの。世
界最高レベルの教育水準を誇り、国家重点政策
の中で決められた中国内でのトップ大学を指す。

中国トップ大学の1/4以上が
北京に集中

上海 
9%

陝西省 7%

湖北省 6%

四川省 5%

遼寧省 4%

黒竜江省 4%

湖南省 4%

広東省 4%

北京
27%

その他
30%

採用のターゲット
※211工程大学
現在112校 ： 全体の5.8%

中国全土
1,908大学

アスリートプランニングは、業務パートナー
との連携により北京周辺の上位校と強固
なつながりを構築。北京は現状、新規参入
が困難なので、最近になって中国に進出し
た日本の人材会社と比べて優秀な学生を
確保できるアドバンテージがある。

現在、北京への
新規参入は困難

コンテスト主催者、団体への
協賛・告知・直接集客

北京近郊上位大学の
教授・就職課との連携

就職情報媒体への広告掲載

SNS経由での情報発信

STEP2

自社サイトでのエントリー

中国における日本語教育に大きな影響力を持つ、清華
大学の笈川幸司氏（現・早稲田大学）が全面協力。教え
子の清華大学生が北京市スピーチ大会で6大会連続優
勝するなど、実績多数。北京の大学で日本語学科に所属
する学生の多くが同氏の授業を受けた経験があり、優秀
な中国人学生とのネットワークが充実している。

中国で一番有名なカリスマ
日本語教師が全面協力

- What´s New -

2014年3月卒業生向けの特別セミナーです。
2012年12月より東京・大阪でスタート！
 （通常参画費20万円・内定承諾課金80万円）

参加費無料
特典プレゼント！

学生集客のアプローチ手法

社長 vs 体育会
エグゼクティブセミナー

3社限定

単に絞り込むこと
だけではなく
学生をグリップする
コントロール化が理想

対象を定める場合は
これらの施策は不可欠。
多数の集客には不向き

対象は絞れないが
とにかく多数集めるのには有効

多
い

母
集
団
の
大
き
さ

対象の絞り込み

少
な
い

コントロールしやすいコントロールしにくい

有料求人
サイト

無料求人
サイト ワールド

ジョブ
人力公団

学生
ポータル

キャリア
センター 学部・

学科

韓国産業人力公団（政府機関）

● 韓国産業人力公団の
　 全面的協力
● 政府Webページでの広報
● 全大学への
　 一斉連絡ツール活用

韓国全土学生ネットワーク
● 具体的な企業情報の広報 ● 動員誘致
● 学生コミュニティへのアプローチ

各大学キャリアセンター就職課
● 就職イベントのコーディネート
● 学生の動員誘致

韓国人学生を
集客する場合
韓国人コーディネートと外部提
携。韓国人コーディネーターが、
①政府機関、②大学、③学生ネッ
トワークに 直 接 アプロ ― チし
て、韓国人学生の集客を図る。

株式会社アスリートプランニング　設立／1997年2月　資本金／2,600万円 　売上高／4億5,000万円　
従業員数／38名　事業内容／体育会学生採用メディア事業、体育会学生紹介事業、体育会プロモーション事業、
採用アウトソーシング事業、外国人学生採用事業　URL／http://www.athlete-p.co.jp/

月～金
9:00～18:00

アスリートプランニング 検索

 03-5937-8460

※セミナーに関するお問い合わせは経営者通信
『エグゼクティブセミナー』の件とお伝えください。

詳しくはお問い合わせください！

体育会学生・外国人学生採用に
ご興味をお持ちの法人様

ポスター


